
　

来
年
４
月
か
ら
始
ま
る
医
師
の
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
の
適
用
や
、
慢
性

的
な
医
師
不
足
・
地
域
偏
在
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
の
活
用
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

Ｎ
P
は
、
１
９
６
５
年
に
米
国
で
初
め

て
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
医
師

不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
国
民
の
医
療
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
こ
と
や
、
患
者

へ
の
ケ
ア
の
質
向
上
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
の
充
実
に
よ
る
医
療
費
の
適
正
化
の
推

進
な
ど
の
狙
い
が
あ
る
。
実
際
の
臨
床
現

場
で
Ｎ
P
は
問
診
や
検
査
、
診
断
、
処
置
、

薬
剤
の
処
方
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
予
防
・
健
康
教
育
、
ケ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
幅
広
い
行
為
に
裁
量
を

持
っ
て
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
Ｎ
P
の
活
動
成
果
と
し
て
は
、
患
者
の

入
院
・
再
入
院
率
の
低
下
や
不
要
な
検
査

件
数
の
減
少
、
患
者
の
満
足
度
の
向
上
に

つ
な
が
っ
た
と
の
研
究
デ
ー
タ
が
出
て
い

る
。
さ
ら
に
医
師
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ

以
上
の
質
の
高
い
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
る

と
の
評
価
も
あ
り
、
医
療
機
関
を
は
じ

め
、
過
疎
地
な
ど
を
含
め
た
地
域
の
中
で

不
可
欠
な
存
在
と
し
て
根
付
い
て
い
る
。

Ｎ
P
の
公
的
資
格
制
度
は
現
在
、
米
国
以

外
に
カ
ナ
ダ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ラ

ン
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
導
入
さ
れ

て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
今
年
１
月
に

「
Ｎ
P
ダ
イ
レ
ク
ト
法
」
が
成
立
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
従
来
「
か
か
り
つ
け
医
」

が
診
察
し
た
後
、
Ｎ
P
が
補
完
的
に
診
療

す
る
と
い
う
仕
組
み
は
あ
っ
た
が
、
同
法

の
成
立
に
伴
い
、
Ｎ
P
へ
の
直
接
受
診
も

認
め
ら
れ
た
格
好
だ
。

　

海
外
で
Ｎ
P
の
導
入
が
広
が
る
中
、

日
本
看
護
協
会
、
日
本
看
護
系
大
学
協

議
会
、
日
本
Ｎ
P
教
育
大
学
院
協
議
会

の
３
団
体
は
連
名
で
、
昨
年
７
月
25
日

に
「
ナ
ー
ス
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

（
仮
称
）
制
度
の
創
設
に
関
す
る
要
望
書
」

を
後
藤
茂
之
厚
生
労
働
相
（
当
時
）
に

提
出
し
て
い
る
（
20
年
９
月
23
日
に
日

本
看
護
連
盟
を
加
え
た
４
団
体
で
自
民

党
看
護
問
題
小
委
員
会
に
同
一
内
容
の

要
望
書
を
提
出
）。

　

要
望
書
で
は
、
今
後
の
少
子
超
高
齢
多

死
社
会
の
中
で
質
の
高
い
医
療
を
効
率

的
・
効
果
的
に
提
供
で
き
る
医
療
提
供
体

制
の
構
築
が
不
可
欠
と
し
た
上
で
、
14
年

に
創
設
さ
れ
た
「
医
師
の
指
示
の
も
と
で

の
診
療
の
補
助
」
を
超
え
な
い
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
特
定
行
為
研
修
制
度
だ
け
で

は
国
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
と
主
張
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
沿
っ
た
「
Ｎ
P
（
仮

海
外
で
は
Ｎ
Ｐ
が
不
可
欠
な
存
在
に

フ
ラ
ン
ス
は
「
Ｎ
Ｐ
ダ
イ
レ
ク
ト
法
」
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称
）」
制
度
の
創
設
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
並
行
し
て
海
外
の
Ｎ
P

の
仕
組
み
の
導
入
を
目
指
し
、
日
本
看
護

系
大
学
協
議
会
は
「
日
本
看
護
系
大
学
協

議
会
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
Ｊ

Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｕ
―
Ｎ
P
）」、
日
本
Ｎ
P
教
育

大
学
院
協
議
会
は
「
診
療
看
護
師
」
の
資

格
認
定
を
開
始
し
て
い
る
。
今
年
３
月
末

時
点
で
各
団
体
の
資
格
保
有
者
数
は
そ

れ
ぞ
れ
７
人
、
７
５
９
人
と
な
り
、
臨
床

現
場
で
は
医
師
と
看
護
師
の
中
間
的
な

役
割
と
し
て
患
者
と
の
関
わ
り
を
よ
り

深
め
て
い
る
。
あ
る
診
療
看
護
師
は
「
よ

り
安
全
で
安
心
な
医
療
を
提
供
で
き
、
円

滑
に
業
務
が
回
る
」
な
ど
の
成
果
が
出
て

い
る
と
語
る
。

　

政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
は
、
昨
年

12
月
22
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
規
制
改
革

推
進
に
関
す
る
中
間
答
申
」
に
、
今
夏
の

答
申
に
向
け
た
検
討
事
項
と
し
て
「
医
療

関
係
職
間
の
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
／
タ
ス
ク
シ

フ
ト
の
推
進
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
一
環

で
Ｎ
Ｐ
制
度
創
設
を
巡
る
議
論
を
進
め
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
日
看
協
や
日
本
医
師
会

を
は
じ
め
、
医
療
関
係
団
体
、
患
者
団

体
、
医
療
機
関
、
診
療
所
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
制
度
の
創
設
に
当
た
っ

て
は
、
日
看
協
や
患
者
団
体
な
ど
が
支
持

す
る
一
方
で
、
日
医
は
「
新
た
な
資
格
の

創
設
で
は
な
く
、
地
域
連
携
の
更
な
る
強

化
と
現
在
あ
る
特
定
行
為
研
修
を
よ
り

一
層
推
進
し
て
い
く
」
こ
と
を
主
張
し
、

慎
重
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。
今
夏
の
規

制
改
革
に
関
す
る
答
申
、「
骨
太
の
方
針

２
０
２
３
」
に
ど
の
よ
う
な
形
で
記
載
さ

れ
る
の
か
が
注
目
さ
れ
る
。

「
診
療
看
護
師
」
７
５
９
人
と
年
々
増
加

患
者
団
体
「
支
持
」
も
日
医
は
「
慎
重
」

日本ＮＰ教育大学院協議会の公表資料を基に編集部が作成。
「診療看護師」の資格認定試験は 2010 年度より開始。資格認定後 5年ごとに更新。
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Part

1

し
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果
と
し
て

医
師
の
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

■
特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師
を

医
療
機
関
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
活
動
の
成
果
が
出

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

習
田　

例
え
ば
、
１
４
８
床
の
二
次
救
急

拠
点
病
院
で
消
化
器
外
科
に
、
特
定
行
為

研
修
の
21
区
分
全
て
を
修
了
し
た
３
人
の

看
護
師
を
配
置
し
た
と
こ
ろ
、
医
師
に
よ

る
１
週
間
当
た
り
の
指
示
回
数
が
配
置
前

は
平
均
６
９
２
回
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
配

置
後
は
平
均
２
０
０
回
に
減
少
し
た
と
い
う

デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
19
時
以
降

の
指
示
回
数
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
月
平

均
77
回
か
ら
同
21
回
に
減
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
病
棟
看
護
師
の
月
平
均
残
業
時
間
も

４
０
１
・
75
時
間
か
ら
２
３
３
・
25
時
間
へ

減
少
効
果
が
出
て
い
ま
す
。
減
少
し
た
要

因
と
し
て
は
、
研
修
修
了
者
が
医
師
に
よ

る
事
前
の
包
括
的
指
示
に
基
づ
い
て
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
医
師
の
指
示
を
そ

の
都
度
依
頼
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
修
了
者
か
ら
は
、

特
に
抗
生
剤
な
ど
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
投
与

で
き
て
い
る
と
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
０
０
床
以
上
の
特
定
機
能
病

院
で
心
臓
血
管
外
科
に
特
定
行
為
研
修

■
チ
ー
ム
医
療
や
医
師
の
働
き
方
改
革
の

中
で
、
医
療
関
係
職
間
の
タ
ス
ク
シ
ェ
ア

や
タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
推
進
に
つ
い
て
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
看
護
師
に
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

習
田　

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
保
助

看
法
）
で
は
、
看
護
師
に
つ
い
て
「
厚
生
労

働
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、
傷
病
者
も
し

く
は
じ
ょ
く
婦
に
対
す
る
療
養
上
の
世
話
又

は
診
療
の
補
助
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る

者
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
臨
床
現
場

で
看
護
師
に
は
医
師
の
指
示
の
下
、
同
法
に

規
定
さ
れ
る
診
療
の
補
助
（
医
行
為
）
を

行
い
、
医
師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
非
常

に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
の
中
に

は
多
く
の
看
護
師
が
勤
務
し
て
お
り
、
医
師

と
も
日
常
的
に
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に

取
り
な
が
ら
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護

師
が
医
師
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
医
師
に

よ
る
夜
間
帯
の
指
示
回
数
や
医
師
自
身
の
労

働
時
間
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ

が
出
て
い
ま
す
。
看
護
師
が
主
体
的
に
判
断

の
21
区
分
全
て
を
修
了
し
た
２
人
の
看
護

師
を
配
置
し
た
結
果
、
医
師
１
人
当
た

り
の
年
間
平
均
勤
務
時
間
が
、
配
置
前
は

２
３
９
０・７
時
間
あ
り
ま
し
た
が
、
配
置

後
は
１
９
４
４・９
時
間
へ
と
減
少
し
た
と
い

う
研
究
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
現
場
で
は
、

２
人
の
看
護
師
が
医
師
の
包
括
的
指
示
の

範
囲
内
で
、
１
カ
月
で
28
の
特
定
行
為
を

計
２
８
１
件
実
施
し
ま
し
た
。
臨
床
現
場

に
お
い
て
、
特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た

看
護
師
が
患
者
さ
ん
の
状
態
を
把
握
し
、

情
報
を
収
集
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、

主
体
的
に
判
断
し
行
動
す
る
こ
と
が
実
践

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
特
定
行
為
研
修
制
度
の
施
行
に
よ
り
、

看
護
師
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
に
対
す
る
意

識
も
変
化
し
て
い
ま
す
か
。

習
田　

臨
床
現
場
の
看
護
師
の
意
識
も

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
教
育
現
場
か
ら
も

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
中
で
特
定
行
為
研
修

の
修
了
と
い
う
選
択
肢
を
持
つ
看
護
学
生

が
増
え
て
き
た
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
10
月
に
当
省
が
公
表
し

た
「
看
護
基
礎
教
育
検
討
会
報
告
書
」

に
は
、
基
礎
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
に

関
し
て
、
臨
床
判
断
能
力
等
に
必
要
な
基

礎
的
能
力
の
強
化
を
明
記
し
て
お
り
、フ
ィ

ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
内
容
も
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。
看
護
学
生
に
お
い
て
、

特定行為「組織定着化」事業
研修修了者増大へ環境整備
２０２４年４月から施行される医師の働き方改革に伴い、医療関係職間のタスクシェア、タスクシフトが進
められている。その一環として、政府の規制改革推進会議がナース・プラクティショナー（以下、ＮＰ）
制度を巡る議論を行っている。そうした中、厚生労働省医政局看護課の習田由美子課長に医師業務
のタスクシェアとなる特定行為研修の現状や今後の展開を含めて、ＮＰに対する意見を聞いた。

厚生労働省
医政局　看護課長

習田由美子 氏 
Shuda Yumiko
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「医師の働き方改革に寄与する
　　　　  NP（ナースプラクティショナー）の制度創設を探る」

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

の
答
申
に
向
け
て
「
医
療
関
係
職
間
の
タ

ス
ク
シ
ェ
ア
／
タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
推
進
」

が
検
討
事
項
に
上
が
り
、
Ｎ
Ｐ
制
度
に
関

す
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
を

巡
る
議
論
や
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

習
田　

一
般
的
に
は
米
国
の
Ｎ
Ｐ
の
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
。米
国
の
場
合
、例
え
ば
、

国
土
が
広
く
て
医
師
と
連
絡
が
な
か
な
か

取
れ
な
い
と
い
う
環
境
の
下
で
、
患
者
さ
ん

の
命
を
救
う
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
創
設

さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
日

本
の
場
合
、
国
土
が
狭
く
、
か
つ
医
療
に

ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
環
境
が
あ
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
も
普
及
し
て
い
く
中
で
、
米
国

の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
を
ど
う
考
え
て
い
く
の
か
は

議
論
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

■
い
わ
ゆ
る
日
本
版
の
Ｎ
Ｐ
と
さ
れ
る
「
診

療
看
護
師
」
を
養
成
す
る
大
学
院
の
開
校

や
、
そ
の
大
学
院
の
修
了
生
が
臨
床
現
場

で
活
躍
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
看
護
団
体
が
Ｎ
Ｐ
制
度
の
早
期
創
設

を
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
議
論
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

習
田　

大
学
院
の
「
診
療
看
護
師
」
の
養

成
課
程
を
修
了
し
た
方
々
が
医
療
現
場
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
ま

す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
推
進
さ
れ
て
い

る
、
い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｐ
と
い
う
人
た
ち
が
ど
う

い
う
役
割
を
担
う
の
か
が
必
ず
し
も
一
致

し
て
い
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
医
療
の
中
で
の
役
割
分
担
の
話
で
も

あ
り
、
医
療
界
で
の
共
通
認
識
が
必
要
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
臨
床
現
場

で
一
緒
に
働
く
医
療
界
の
関
係
者
が
話
し
合

い
、
合
意
を
得
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
重

要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
２
０
４
０
年
の
超
高
齢
社
会
に
向
け
た

今
後
の
看
護
政
策
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

習
田　

高
齢
者
の
人
口
が
増
え
る
一
方
、

現
役
世
代
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
看
護

職
員
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
看
護

職
員
が
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
看
護

職
を
目
指
す
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
看

護
が
魅
力
の
あ
る
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
を
広

く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
新
た
に
看
護
師
に
な

る
方
を
増
や
す
と
と
も
に
、
現
役
の
看
護

師
が
定
着
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
、
プ
ラ

チ
ナ
世
代
も
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く

り
、
潜
在
看
護
師
が
復
帰
し
や
す
く
な
る

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、
看
護
職
と
し
て
一
緒
に
働
く
仲
間
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
て
業
務
の
効
率

化
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
定
行
為
研
修
の
修
了
者
と
い
う
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
描
け
る
教
育
内
容
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
特
定
行
為
研
修
の
修
了
者
の
養
成
状
況

は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
今
後
の
研
修
事
業
に
関
す
る
計
画
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

習
田　

特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修

制
度
は
、
２
０
１
５
年
よ
り
開
始
さ
れ
、
指

定
研
修
機
関
は
今
年
３
月
現
在
で
３
６
０
施

設
、
特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師

数
は
６
８
７
５
人
に
上
り
ま
す
。
21
年
以
降
、

前
年
に
比
べ
約
２
０
０
０
人
ず
つ
の
増
加
が
続

い
て
お
り
、
大
き
な
伸
び
を
見
せ
て
い
ま
す
。

医
療
従
事
者
の
働
き
方
改
革
に
伴
い
、
医
療

機
関
に
お
け
る
特
定
行
為
研
修
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
修
了
者
数
の
増
加
を

後
押
し
し
て
い
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
研
修
修
了
者
が
勤
務
し
て
い
る

医
療
機
関
の
中
で
、
実
際
に
特
定
行
為
を

実
施
す
る
機
会
が
少
な
く
、
臨
床
現
場
で

円
滑
な
活
動
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
多
い

の
が
「
就
業
先
で
活
動
で
き
る
体
制
が
な
い
」

と
い
う
職
場
環
境
の
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、

今
年
度
よ
り
研
修
修
了
者
が
臨
床
現
場
で

活
躍
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
の
モ
デ
ル
事
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
「
特
定
行
為
研
修
の
組
織
定
着
化

支
援
事
業
」（
23
年
度
当
初
予
算
案
１
・

５
億
円
）
で
は
、
指
定
研
修
機
関
の
医
療
機

関
等
が
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
の
受
講

と
研
修
修
了
者
の
現
場
で
の
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
組
織
的
・
継
続
的
に

実
施
す
る
こ
と
を
財
政
面
、
技
術
面
の
双
方

で
支
援
し
ま
す
。
医
療
機
関
等
の
具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
特
定
行
為
研
修
推

進
委
員
会
の
設
置
や
、
看
護
師
の
継
続
教
育

の
一
環
と
し
て
共
通
科
目
の
学
習
機
会
の
提

供
、
研
修
修
了
直
後
の
修
了
者
に
対
す
る
メ

ン
タ
ー
の
配
置
を
要
件
と
し
、
看
護
経
験
３

年
目
以
降
な
ど
の
看
護
師
全
員
を
対
象
に

学
習
機
会
の
提
供
の
た
め
の
Ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
使
用
料
や
、
メ
ン
タ
ー
配
置
な
ど

の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。
全
国
47
カ
所
程

度
で
実
施
し
、
研
修
修
了
者
数
の
増
大
と

修
了
者
の
円
滑
な
活
動
の
環
境
整
備
を
進

め
ま
す
。
今
後
、
看
護
経
験
３
～
５
年
ぐ

ら
い
の
看
護
師
の
多
く
が
特
定
行
為
研
修
を

受
講
す
る
と
、
相
当
な
数
で
修
了
者
が
増
え

て
、
医
療
の
提
供
が
大
き
く
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
今
後
、
訪
問
看
護
や
施
設
、

地
域
の
中
で
活
躍
す
る
修
了
者
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
推
進
策

も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
が
昨
年
12

月
22
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
規
制
改
革
推

進
に
関
す
る
中
間
答
申
」
の
中
で
、
今
夏
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区
分
や
指
定
研
修
機
関
の
指
定
な
ど
の
議
論

に
加
わ
り
、
昨
年
ま
で
関
わ
って
い
ま
し
た
。

■
貴
院
に
お
け
る
特
定
行
為
研
修
へ
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

神
野　

当
院
は
、
16
年
８
月
に
指
定
研
修

機
関
の
指
定
を
受
け
、
看
護
師
特
定
行
為

研
修
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
特
定
行
為
研
修

を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
修
修
了

者
数
は
合
計
40
人
で
、
こ
の
う
ち
当
院
の
職

員
が
30
人
、
当
院
以
外
が
10
人
で
す
。
現

在
、
研
修
実
施
中
の
看
護
師
が
８
人
い
ま

す
。
当
院
に
は
、
29
人
の
研
修
修
了
者
が

在
籍
し
、
臨
床
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■
全
国
で
は
特
定
行
為
研
修
の
指
定
研
修
機

関
数
が
今
年
３
月
現
在
で
３
６
０
施
設
、
研

修
修
了
者
数
は
６
８
７
５
人
に
上
り
ま
す
。

厚
労
省
は
25
年
ま
で
に
研
修
修
了
者
数
を

10
万
人
に
増
や
す
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
の
特
定
行
為
研
修
の
進
捗

状
況
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

神
野　

こ
こ
１
、２
年
で
研
修
修
了
者
数
は

相
当
伸
び
て
い
ま
す
の
で
、
全
体
的
に
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
厚
労
省

の
10
万
人
と
い
う
数
字
は
、
急
性
期
病
院

の
各
病
棟
の
各
勤
務
帯
に
１
人
以
上
、
回

復
期
病
棟
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
や
慢
性

期
病
棟
の
各
病
棟
に
１
人
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
介
護
老
人
保
健
施
設
の
各
施

■
神
野
先
生
は
、
２
０
１
５
年
10
月
1
日

に
施
行
さ
れ
た
「
特
定
行
為
に
係
る
看
護

師
の
研
修
制
度
」
を
巡
る
議
論
に
当
初
か

ら
関
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

神
野　

10
年
５
月
に
厚
生
労
働
省
の
チ
ー
ム

医
療
推
進
会
議
の
下
に
「
チ
ー
ム
医
療
推
進

の
た
め
の
看
護
業
務
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
（
Ｗ
Ｇ
）」
が
設
置
さ
れ
、
Ｗ
Ｇ
委
員
の

一
人
と
し
て
、
特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の

研
修
制
度
に
関
す
る
議
論
に
参
画
し
ま
し

た
。
当
時
は
、
医
師
業
務
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト

や
タ
ス
ク
シェア
と
い
う
言
葉
は
な
く
、『
チ
ー

ム
医
療
』
の
中
で
議
論
を
す
す
め
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
で
、
Ｎ
Ｐ
や
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｐ
Ａ
）
と
い
う
話
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
特
定
行
為
研
修
と

い
う
形
で
落
ち
着
き
ま
し
た
。
Ｗ
Ｇ
の
議
論

は
13
年
10
月
ま
で
３
年
半
近
く
計
36
回
に

及
び
ま
し
た
が
、
そ
の
後
14
年
９
月
に
厚
労

省
の
医
道
審
議
会
保
健
師
助
産
師
看
護
師

分
科
会
「
看
護
師
特
定
行
為
・
研
修
部
会
」

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
委
員
と
し
て
特
定
行
為

設
に
１
人
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
各

事
業
所
に
１
人
な
ど
、
配
置
人
数
を
想
定

し
て
合
計
を
算
出
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

指
定
研
修
機
関
に
お
け
る
特
定
行
為
研

修
の
内
容
に
関
し
て
は
、
特
定
行
為
を
幅

広
く
修
得
す
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
の
養
成
と
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
研
修
を
中
心
に
麻
酔
専
門
や
手

術
部
門
な
ど
領
域
を
特
化
し
た
専
門
職
の

養
成
と
い
う
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
個

人
的
に
は
、
特
定
行
為
研
修
は
ジ
ェ
ネ
ラ
リ

ス
ト
の
養
成
に
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
私
は
当
初
よ
り
制
度
設
計
に

関
わ
り
ま
し
た
が
、
共
通
科
目
で
は
フ
ィ
ジ

カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
い
う
患
者
さ
ん
の
症

状
と
所
見
を
取
り
、
身
体
的
な
状
態
を
判

断
し
て
、
病
名
を
推
論
す
る
こ
と
を
学
び

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
医
師
が
ど
う
い
う

思
考
で
患
者
さ
ん
の
診
断
や
治
療
を
行
っ
て

い
る
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
次
の
判

断
と
行
動
に
つ
な
が
る
こ
と
で
看
護
師
と
し

て
の
幅
が
相
当
広
が
り
ま
す
。
特
定
行
為

研
修
で
は
、
こ
の
臨
床
推
論
を
修
得
す
る

こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
研
修
修
了
者
の
就
労
場
所
に
つ
い
て
、
医

療
機
関
に
多
く
、
在
宅
や
地
域
に
少
な
い
と

い
う
現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

神
野　

例
え
ば
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
場
合
、
各
職
員
が
研
修
の
受
講
に
時
間

を
割
く
だ
け
の
人
的
な
余
裕
が
あ
る
の
か
と

ＮＰ導入「否定はしない」
責任論を含めて新法制定を
医療提供の解決策になるか
政府の規制改革推進会議が「医療関係職間のタスクシェア、タスクシフトの推進」の一環として、ナース・
プラクティショナー（以下、ＮＰ）制度を巡る議論を進めている。ＮＰ導入で医療提供は変わるのか―。「特
定行為に係る看護師の研修制度」に関する議論に当初より関わり、同研修修了者を臨床現場で活用し
ている恵寿総合病院の神野理事長に聞いた。

公益社団法人全日本病院協会
副会長
社会医療法人財団薫仙会
恵寿総合病院　理事長

神野 正博 氏 
Kanno Masahiro
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「医師の働き方改革に寄与する
　　　　  NP（ナースプラクティショナー）の制度創設を探る」

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

考
え
ら
れ
ま
す
か
。

神
野　

例
え
ば
、
コ
モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ
と
言

わ
れ
る
軽
い
病
気
に
関
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
が
き

ち
ん
と
診
察
し
た
上
で
、
薬
を
処
方
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
予
防

接
種
を
打
つ
こ
と
や
、
健
康
や
医
療
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
受
け
ら
れ
る
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
的
な
機
能
を
持
て
ば
、
か
か
り
つ

け
に
も
な
り
得
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

我
が
国
に
お
け
る
医
師
の
働
き
方
改
革

や
診
療
の
待
ち
時
間
の
長
さ
を
考
え
れ
ば
、

Ｎ
Ｐ
に
は
そ
う
い
う
業
務
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。た
だ
、

Ｎ
Ｐ
と
し
て
の
本
当
の
需
要
が
あ
る
の
は
、

都
市
部
の
病
院
で
は
な
く
、
医
師
不
足
を

抱
え
る
地
方
の
医
療
機
関
や
医
師
の
い
な
い

過
疎
地
な
ど
で
す
。
実
際
、
地
方
で
は
開

業
医
の
高
齢
化
も
あ
り
、
廃
業
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
増
え
て
い
ま
す
。
無
医
地
区
や

過
疎
地
な
ど
の
医
療
提
供
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン

の
一
つ
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
の
活
躍
の
場
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
大
学
院
を
修
了
し
た
Ｎ

Ｐ
が
そ
う
い
う
地
域
に
行
く
の
か
も
見
極

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
新
た
な
看

護
業
務
を
拡
大
す
る
一
方
で
、
今
の
看
護

業
務
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
、
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
も
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
全
国
各
地
の
大
学
院
で
、
い
わ
ゆ
る
日

本
版
Ｎ
Ｐ
と
も
い
わ
れ
る
「
診
療
看
護
師
」

の
養
成
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

神
野　
Ｎ
Ｐ
の
根
拠
法
が
な
い
中
で
、
大
学

院
の
教
育
課
程
が
開
設
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
の
養
成

が
始
ま
っ
て
い
る
の
は
疑
問
で
す
。
Ｎ
Ｐ
大

学
院
や
Ｎ
Ｐ
を
名
乗
り
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

法
律
を
整
備
す
る
の
が
先
決
で
、
そ
の
根

拠
法
に
則
っ
て
教
育
、
研
修
、
実
習
を
行
う

べ
き
で
す
。
患
者
さ
ん
の
生
命
、
安
全
に

関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
Ｎ
Ｐ
の
責
任
論
を
含

め
て
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
ポ
ス
ト
25
年
、
40
年
の
超
高
齢
社
会
に

向
け
て
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
確
立

へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

神
野　

我
が
国
は
高
齢
化
と
と
も
に
、
総

人
口
、
働
き
手
が
減
っ
て
い
く
中
で
、
医
療

従
事
者
の
働
き
方
改
革
も
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
少
な
い
人
数
で
、
医

療
の
質
を
維
持
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
セ
ン
サ
ー
や
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
を
活
用
し
て
、
Ｄ
Ｘ
推
進
へ
徹
底
的

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
で

し
ょ
う
。
Ｄ
Ｘ
は
医
療
の
質
を
上
げ
る
だ
け

で
な
く
、
医
療
従
事
者
の
人
材
不
足
に
も

活
用
で
き
る
と
い
う
視
点
も
持
ち
、
業
務

の
仕
組
み
を
大
き
く
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
研
修
修
了

者
が
医
療
機
関
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
今
の

状
況
を
悲
観
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
看
護
師

も
経
験
が
浅
い
う
ち
は
病
院
に
勤
務
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
あ
る
程
度
経
験
を
積
ん

だ
後
、
在
宅
な
ど
で
の
仕
事
に
移
っ
て
い
ま

す
。
10
年
以
内
の
看
護
経
験
を
持
つ
医
療

機
関
の
看
護
師
が
研
修
を
受
け
、
そ
の
研

修
修
了
者
が
し
ば
ら
く
し
て
在
宅
や
地
域

な
ど
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
研
修

修
了
者
が
世
の
中
に
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く
と

い
う
流
れ
が
で
き
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

■
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
が
昨
年

12
月
22
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
規
制
改

革
推
進
に
関
す
る
中
間
答
申
」
の
中
で
、

医
療
関
係
職
間
の
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
、
タ
ス

ク
シ
フ
ト
の
推
進
が
検
討
事
項
に
上
が

り
、
Ｎ
Ｐ
制
度
に
関
し
て
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
を
巡
る
議
論
や
Ｎ
Ｐ
の
必
要

性
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

神
野　

以
前
、
米
国
の
医
療
機
関
を
視
察

訪
問
し
て
、
Ｎ
Ｐ
の
仕
事
を
見
学
し
、
話

も
聞
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、心
臓
の
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
に
関
し
て
、
医
師
は
手
術
の
み

を
行
い
、
術
前
の
準
備
、
術
後
の
管
理
、

患
者
さ
ん
へ
の
説
明
な
ど
は
Ｎ
Ｐ
な
ど
他
の

職
種
が
担
当
し
て
お
り
、
医
師
は
朝
か
ら

晩
ま
で
手
術
に
専
念
で
き
る
た
め
、
医
師

の
生
産
性
が
非
常
に
高
い
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
医
療
機
関
以
外
で
も
、
米

国
の
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
内
に
Ｎ
Ｐ
が
診
療

し
て
い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
が
地

域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
Ｎ
Ｐ
が
仕
事
を
し
て
い
る
実
際
の

現
場
を
見
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
に
関
し
て
否
定

は
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
仮
に
Ｎ
Ｐ
を
導

入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
整
備
が
必
要
で

す
。
Ｎ
Ｐ
が
医
療
行
為
を
行
う
、
処
方
を

行
う
と
な
れ
ば
、
医
師
法
の
改
正
が
必
要

で
す
。
医
師
法
に
は
、
医
業
は
医
師
に
限

る
と
い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
保
健

師
助
産
師
看
護
師
（
保
助
看
法
）
の
改
正

も
あ
り
ま
す
が
、
む
し
ろ
新
た
な
Ｎ
Ｐ
法

を
作
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

規
制
改
革
推
進
会
議
は
、
Ｎ
Ｐ
の
導
入
を

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
行
制
度
の
解
釈
の

見
直
し
で
は
な
く
、
新
た
な
法
案
の
提
出
ま

で
視
野
に
入
れ
て
議
論
す
べ
き
で
す
。
そ
し

て
本
来
で
あ
れ
ば
、
厚
労
省
医
政
局
看
護

課
が
「
看
護
業
務
検
討
会
」
も
し
く
は
「
Ｎ

Ｐ
検
討
会
」
を
設
置
し
、
Ｎ
Ｐ
の
導
入
が
難

し
い
の
で
あ
れ
ば
理
論
的
に
否
定
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
し
、
も
し
可
能
性
が
あ
る
な
ら

ば
次
の
方
向
性
に
向
け
て
議
論
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
我
が
国
で
Ｎ
Ｐ
を
導
入
す
る
と
し
た
ら
、

Ｎ
Ｐ
は
ど
の
よ
う
な
業
務
を
担
う
こ
と
が
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3

え
て
く
だ
さ
い
。

草
間　

当
時
、
医
師
の
地
域
偏
在
な
ど
に
よ

り
、
都
市
部
か
ら
離
れ
た
遠
隔
地
や
医
療
過

疎
地
な
ど
の
住
民
や
救
急
患
者
さ
ん
が
必
要

な
医
療
に
な
か
な
か
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
文
献
検
索
や
国
際
的
な

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
も
出
席
し
、
諸
外
国
の

方
、
特
に
米
国
の
方
々
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

を
取
り
な
が
ら
議
論
を
重
ね
、
日
本
で
も
、

米
国
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
を
導
入
し
よ
う
と
決
心

し
た
の
が
Ｎ
Ｐ
養
成
教
育
の
開
始
の
き
っ
か
け

で
し
た
。
医
療
的
介
入
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
新
た
な
資
格
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
が
、
法
律
が
な
い
中
で
教
育
を
始
め
て

よ
い
も
の
か
と
悩
み
ま
し
た
。
あ
る
国
会
議

員
の
先
生
か
ら
構
造
改
革
特
区
制
度
の
利
用

を
提
案
い
た
だ
き
、
Ｎ
Ｐ
養
成
教
育
を
始
め

る
と
同
時
に
、
大
分
県
の
協
力
を
得
て
、
大

学
院
を
修
了
し
た
Ｎ
Ｐ
が
特
区
の
制
度
を

使
っ
て
患
者
さ
ん
に
一
定
レ
ベ
ル
の
医
療
的
介

入
を
行
え
る
仕
組
み
作
り
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
Ｎ
Ｐ
養
成
教
育
に
関
し
て
は
14
年
の

経
験
・
実
績
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
シ
ス
テ
マ

テ
ィッ
ク
に
な
って
き
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
大
学
院
で
Ｎ

Ｐ
養
成
教
育
を
開
始
し
た
直
後
か
ら
、
複

数
の
大
学
院
で
Ｎ
Ｐ
養
成
教
育
を
始
め
た
い

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
各
大
学
院
で
バ

ラ
バ
ラ
の
教
育
を
行
う
の
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ

■
草
間
先
生
の
経
歴
と
主
な
活
動
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

草
間　
１
９
６
５
年
に
東
京
大
学
医
学
部
衛

生
看
護
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
同
年
に
同

大
学
医
学
部
放
射
線
健
康
管
理
教
室
に
助

手
と
し
て
入
職
し
、
助
教
授
を
経
て
、
98
年

に
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学
学
長
（
現
在
、

名
誉
学
長
）
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

２
０
１
０
年
に
東
京
医
療
保
健
大
学
副
学

長
・
研
究
科
長
を
務
め
、
現
在
、
名
誉
教

授
に
就
い
て
い
ま
す
。
団
体
と
し
て
は
、
日

本
学
術
会
議
連
携
会
員
、
国
際
放
射
線
防

護
学
会
副
会
長
、
日
本
看
護
協
会
副
会
長
、

日
本
看
護
連
盟
会
長
、
日
本
Ｎ
Ｐ
学
会
理

事
長
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
、
日
本
放
射

線
看
護
学
会
理
事
長
、
日
本
Ｎ
Ｐ
教
育
大

学
院
協
議
会
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

■
08
年
に
大
分
県
立
看
護
学
科
大
学
大
学

院
修
士
課
程
で
全
国
的
に
先
駆
け
て
Ｎ
Ｐ

の
養
成
教
育
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
と
、
同

年
10
月
に
貴
協
議
会
の
前
身
と
な
る
「
日

本
Ｎ
Ｐ
連
絡
会
」
を
設
立
し
た
背
景
を
教

と
し
て
効
果
的
・
効
率
的
な
活
躍
が
で
き
る

た
め
の
教
育
の
標
準
化
を
図
る
こ
と
、
医
療

の
受
け
手
側
、
提
供
側
の
双
方
の
安
心
・
安

全
を
担
保
す
る
た
め
に
法
制
化
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
「
日
本
Ｎ
Ｐ
連
絡
会
」
を
設

立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
日
本
Ｎ
Ｐ
協
議

会
」
に
名
称
を
変
更
し
、
大
学
院
レ
ベ
ル
で

教
育
を
行
う
こ
と
の
必
要
性
を
明
示
す
る
た

め
、
現
在
の
「
日
本
Ｎ
Ｐ
教
育
大
学
院
協

議
会
」
に
改
称
す
る
と
同
時
に
一
般
社
団

法
人
化
し
ま
し
た
。
当
協
議
会
会
員
の
養

成
大
学
院
は
現
在
15
校
で
す
。

■
貴
協
議
会
が
定
め
る
Ｎ
Ｐ
養
成
教
育
の

特
長
や
、
Ｎ
Ｐ
資
格
保
有
者
数
、
就
労
状

況
は
い
か
が
で
す
か
。

草
間　

当
協
議
会
で
は
、
Ｎ
Ｐ
の
質
を
担
保

す
る
た
め
、
大
学
院
の
入
学
要
件
と
し
て
５

年
以
上
の
臨
床
経
験
が
あ
る
こ
と
や
入
学
時

の
看
護
能
力
確
認
試
験
を
は
じ
め
、
教
育
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
標
準
化
、
Ｎ
Ｐ
資
格
認
定
試

験
、
Ｎ
Ｐ
資
格
更
新
制
度
な
ど
、
入
学
時
と

在
籍
中
と
卒
業
時
（
後
）
を
通
し
て
統
一

し
た
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
養
成
領

域
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
領
域
（
老
年
、
小
児
）

と
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
領
域
が
あ
り
ま
す
。
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
Ｎ
Ｐ

に
必
要
と
さ
れ
る
７
つ
の
能
力
と
し
て
、
①

包
括
的
な
健
康
ア
セ
ス
メ
ン
ト
能
力
（
検
査

の
判
断
を
含
む
）
②
医
療
的
処
置
マ
ネ
ジ

国家資格化の早期実現を
NP は「症状マネジメント」
「自律」と「連携」「協働」

「患者さん、医療従事者の安心、安全のためにもできるだけ早く国家資格化し、診療看護師（ＮＰ）がモチベー
ションとプライドを持って働ける状況をつくっていただきたい」。こう話すのは、全国に先駆けて大学院で NP の
養成教育を開始し、自律した看護師の育成に力を注いでいる、日本 NP 教育大学院協議会 会長の草間朋
子氏。NP 養成教育の現状、臨床現場での NP の活動成果、国家資格化の実現に向けたビジョンを聞いた。

一般社団法人
日本 NP 教育大学院協議会
会長

草間 朋子 氏 
Kusama Tomoko
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「医師の働き方改革に寄与する
　　　　  NP（ナースプラクティショナー）の制度創設を探る」

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

■
慢
性
的
な
医
師
不
足
や
医
療
提
供
状
況

の
地
域
差
が
広
が
る
中
、
Ｎ
Ｐ
の
活
動
に

よ
る
成
果
や
医
療
従
事
者
の
評
価
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

草
間　

Ｎ
Ｐ
と
一
緒
に
働
い
て
い
る
病
院
や

診
療
所
の
医
師
か
ら
も
、
効
果
的
な
タ
ス
ク

シ
フ
ト
、
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
を
実
施
で
き
て
い
る

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
院
の
救
急
で

は
、
Ｎ
Ｐ
が
加
わ
る
こ
と
で
各
診
療
科
の
医

師
と
の
連
携
が
深
ま
り
、
診
療
所
の
医
師

か
ら
は
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間
が
短
く
な

り
、
往
診
に
も
Ｎ
Ｐ
を
活
用
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
病
院
で
も
地
域
で
も
チ
ー
ム

医
療
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

長
野
県
伊
那
市
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

た
め
の
専
用
車
両
に
Ｎ
Ｐ
が
乗
車
し
、
患
者

さ
ん
の
自
宅
付
近
に
停
車
し
て
車
内
で
医
師

の
指
示
の
下
で
ビ
デ
オ
通
話
を
使
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
う
「
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニッ

ク
事
業
」
に
も
Ｎ
Ｐ
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
は
、
開
業
な
ど
「
独
立
」
し
て
活

動
す
る
の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
医
療
の
中
で
、

常
に
医
師
、
薬
剤
師
、
介
護
職
な
ど
と
連

携
、
協
働
し
て
役
割
を
担
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
な
お
大
学
院
生
に
は
、
謙
虚
な
姿

勢
を
維
持
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

謙
虚
な
姿
勢
と
は
、
自
分
の
能
力
の
限
界

を
し
っ
か
り
と
判
断
し
、
で
き
な
い
こ
と
は

直
ち
に
医
師
に
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
謙
虚
な
姿
勢
を
持
ち
な
が
ら
、
看
護

師
と
し
て
自
律
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
勤
務
す
る
Ｎ
Ｐ
も
、

必
ず
地
域
や
病
院
の
医
師
と
連
携
、
協
働

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
Ｎ
Ｐ
が
い
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
医
療
が

よ
り
進
ん
で
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
の
早
期
国
家
資
格
化
に
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
と
戦
略
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

草
間　
Ｎ
Ｐ
が
患
者
さ
ん
の
た
め
に
一
定
レ

ベ
ル
の
診
療
行
為
を
安
心
、
安
全
に
提
供

し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
家
資
格
に
す
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
現
在
、
国
家
資
格
で
は

な
い
た
め
、
Ｎ
Ｐ
の
資
格
保
有
者
も
勤
務

す
る
施
設
に
よ
っ
て
理
解
や
待
遇
が
か
な

り
違
い
ま
す
。
国
家
資
格
化
に
よ
り
、
Ｎ

Ｐ
に
対
す
る
統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
で
き

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
り
、

２
０
４
０
年
に
向
け
て
の
医
療
の
効
率
化
に

も
結
び
付
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
４
月
よ
り
、
働
き
方
改
革
の
中
で

医
師
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
は
医
師
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
、

タ
ス
ク
シ
ェ
ア
の
実
施
に
効
果
的
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
、
医
療
従
事
者
の
安

心
・
安
全
の
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
早

く
国
家
資
格
と
し
て
い
た
だ
き
、
Ｎ
Ｐ
が
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
働
け
る

状
況
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

メ
ン
ト
能
力
（
処
方
等
を
含
む
）
③
熟
練

し
た
看
護
実
践
能
力
④
看
護
管
理
能
力
⑤

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
協
働
能
力
⑥
医
療
・
保
健
・

福
祉
シ
ス
テ
ム
の
活
用
・
開
発
能
力
⑦
倫
理

的
意
思
決
定
能
力
―
を
設
定
し
、
大
学
院

で
は
特
に
①
と
②
を
中
心
に
教
育
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
資
格
保
有
者
数
は
今
年

３
月
末
時
点
で
７
５
９
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
が
実
施
し
た
２
０
２
２
年

度
の
Ｎ
Ｐ
実
態
調
査
の
結
果
（
回
答
率

50
％
：
３
３
７
人
）
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｐ
資

格
保
有
者
は
男
性
が
46
％
、
女
性
が
54
％

で
す
。
年
齢
別
で
は
、
30
代
と
40
代
が
多

く
、
就
労
施
設
は
病
院
が
80
％
を
超
え
、

教
育
機
関
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
診

療
所
、老
人
保
健
施
設
な
ど
が
20
％
で
す
。

■
実
際
の
臨
床
現
場
で
Ｎ
Ｐ
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
か
。
医
師
と

Ｎ
Ｐ
の
役
割
に
は
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

草
間　

私
は
、
患
者
さ
ん
に
関
わ
る
医
師

と
看
護
師
の
視
点
は
違
う
こ
と
を
意
識
し

て
Ｎ
Ｐ
の
育
成
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
患

者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
と
重
度
化
防
止
と

い
う
目
的
は
、
医
師
も
看
護
師
も
同
じ
で

す
が
、
医
師
は
「
病
気
を
治
す
」
疾
病
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
目
指
し
て
い
る
の
に
対
し
、

看
護
師
は
「
人
を
治
す
」
症
状
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
は
、
患

者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
、
重
症
化
予
防
に

向
け
て
い
か
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
症
状
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
し
て
い
く
か
が
役
割
で
す
。
現
行
法

で
は
、
例
え
ば
下
痢
の
患
者
さ
ん
に
止
瀉

剤
を
、
嘔
吐
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
制
吐

剤
を
提
供
し
、
迅
速
に
患
者
さ
ん
の
症
状

の
改
善
を
こ
こ
ろ
み
た
い
と
思
っ
て
も
、
医

師
の
指
示
が
な
け
れ
ば
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

　

病
院
で
入
院
患
者
さ
ん
の
最
も
近
く
に

い
る
の
は
看
護
師
で
す
。
病
棟
の
Ｎ
Ｐ
が
入

院
患
者
さ
ん
に
必
要
な
医
療
的
処
置
を
自

律
的
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
時
宜
を
得
た
症
状
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
外

科
医
が
手
術
で
対
応
で
き
な
い
場
合
、
Ｎ
Ｐ

が
い
れ
ば
患
者
さ
ん
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
て

直
ち
に
必
要
な
処
置
が
行
え
ま
す
。
医
師

に
と
っ
て
は
、
医
師
が
や
る
べ
き
こ
と
に
専

念
で
き
ま
す
。
患
者
さ
ん
も
、
必
要
な
医

療
的
処
置
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
受
け
ら
れ
る
の

で
、
満
足
度
は
高
い
で
す
。
今
後
は
我
が

国
の
医
療
提
供
体
制
が
在
宅
へ
シ
フ
ト
し
て

い
く
中
で
、
在
宅
で
活
動
し
て
い
く
Ｎ
Ｐ
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
病
院
で
も
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
病
院
に
勤
務
す
る
Ｎ
Ｐ
が
在
宅
へ
シ
フ

ト
し
た
り
、
院
内
の
地
域
連
携
室
な
ど
で

患
者
さ
ん
を
施
設
か
ら
在
宅
へ
と
シ
ー
ム
レ

ス
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
場
面
で
活
躍
す
る

こ
と
も
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
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１
９
６
５
年
に
Ｎ
Ｐ
の
養
成
が
始
ま
り
、

昨
年
に
は
実
際
に
働
い
て
い
る
Ｎ
Ｐ
が

35
万
５
０
０
０
人
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
が
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
の
提
供
を
担
い
、
慢
性
疾
患
の

管
理
や
一
部
の
薬
剤
処
方
、検
査
オ
ー
ダ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
は
現
在
、
カ
ナ
ダ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ラ
ン
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
類
似
の

仕
組
み
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な

ど
に
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
に
対
す
る
導
入
成
果
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
米
国
の
連
邦
政
府
は
、

Ｎ
Ｐ
が
行
う
ケ
ア
の
質
に
つ
い
て
医
師
と
同

等
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
慢
性

疾
患
の
継
続
的
な
管
理
に
関
し
て
は
、
医

師
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
評
価
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
過
疎
地
や
貧
困
層
の
多
い

エ
リ
ア
な
ど
、
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難

な
地
域
で
の
役
割
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｐ
は
、
米
国
の
医
療
制
度
の
中

で
不
可
欠
な
存
在
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

■
我
が
国
の
看
護
政
策
の
変
遷
と
看
護
師

の
養
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
て
い
ま
す
か
。

山
崎　

私
は
１
９
８
０
年
以
降
、
米
国
を

複
数
回
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
ニュ
ー

■
Ｎ
Ｐ
を
巡
る
諸
外
国
の
取
り
組
み
状
況
と

そ
の
成
果
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
崎　
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
３
年
間
を

振
り
返
る
と
、
各
国
に
お
い
て
対
応
の
最

前
線
で
一
番
頑
張
っ
て
い
た
の
は
看
護
職

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
コ
ロ
ナ
を
契
機

に
、
看
護
界
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
発
展
的
な

こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
Ｎ
Ｐ
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で

今
年
１
月
に
成
立
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
ダ
イ
レ

ク
ト
法
」
は
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
ほ
ぼ
全
国
民

が
か
か
り
つ
け
医
を
登
録
し
て
お
り
、
以

前
は
か
か
り
つ
け
医
が
診
察
し
た
後
、
Ｎ

Ｐ
が
補
完
的
に
診
療
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｎ
Ｐ
の
活
躍
が
評
価

さ
れ
、
同
法
の
制
定
に
よ
り
、
患
者
さ
ん

は
Ｎ
Ｐ
に
直
接
受
診
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
医
師
が
約

22
万
人
、
Ｎ
Ｐ
が
４
０
０
～
５
０
０
人
い
ま

す
が
、
今
年
度
中
に
Ｎ
Ｐ
を
５
０
０
０
人

に
増
や
す
と
い
う
目
標
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
の
発
祥
国
で
あ
る
米
国
で
は
、

ヨ
ー
ク
市
に
あ
る
大
手
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
訪

問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
訪
れ
る
と
、
訪
問
看

護
師
が
３
０
０
０
人
、
ヘ
ル
パ
ー
が
６
０
０
０

人
在
籍
し
、１
日
に
約
１
万
人
の
ニュ
ー
ヨ
ー

ク
住
民
の
訪
問
看
護
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

訪
問
看
護
師
の
リ
ー
ダ
ー
は
修
士
を
取
得

し
て
お
り
、
患
者
さ
ん
の
治
療
方
針
や
経

過
に
関
し
て
医
師
と
対
等
に
議
論
し
て
い
た

の
で
す
。
私
は
「
21
世
紀
は
看
護
の
時
代

だ
」
と
言
い
な
が
ら
、
当
時
、
我
が
国
の

看
護
は
ま
だ
ま
だ
追
い
付
い
て
い
な
い
と
い

う
印
象
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
我
が
国
で
も
特
定
看
護
師

の
養
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。
14
年
６
月
に
保

健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
以
下
、
保
助
看

法
）
の
一
部
改
正
を
盛
り
込
ん
だ
「
医
療

介
護
総
合
確
保
推
進
法
」
が
成
立
し
、
15

年
10
月
よ
り
「
特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の

研
修
制
度
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
厚
労

省
は
、
25
年
に
向
け
て
特
定
行
為
研
修
を
修

了
し
た
看
護
師
を
10
万
人
以
上
養
成
す
る

こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
中
で
役
割
を
果
た
す
べ
く
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
08
年
よ
り
大
分
県
立
看
護
科
学

大
学
大
学
院
を
は
じ
め
と
し
て
、「
診
療

看
護
師
」
な
ど
の
名
称
で
日
本
版
Ｎ
Ｐ
の

養
成
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
４
月

時
点
で
17
校
が
大
学
院
の
Ｎ
Ｐ
教
育
課
程

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
Ｎ
Ｐ

コロナ禍で活躍する海外ＮＰ
主治医と連携で医療費適正化
タスクシェア・シフトを推進
２０２４年 4月施行の「医師の働き方改革」への対応が迫られる中、高度なスキルを持った看護師が医師のタス
クをシェアでき、国民の医療ニーズにタイムリーに対応し、地域の医療提供体制の充実に貢献できれば、大きなメリッ
トになる―。こう話すのは、我が国の看護政策を推進してきた前衆議院議員の山崎摩耶氏だ。諸外国のナース・
プラクティショナー（以下、ＮＰ）事情を含め、我が国のＮＰ制度の早期実現に向けたビジョンと戦略について伺った。

前衆議院議員

山崎 摩耶 氏 
Yamazaki Maya
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「医師の働き方改革に寄与する
　　　　  NP（ナースプラクティショナー）の制度創設を探る」

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

思
の
表
れ
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
制
度
の
早
期
創
設
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ

ン
と
戦
略
に
つ
い
て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
崎　
Ｎ
Ｐ
の
創
設
で
期
待
で
き
る
こ
と
の

ひ
と
つ
に
医
療
費
の
適
正
化
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
患
者
さ
ん
の
状
態
が
安
定
し
て

い
る
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
が
日
常
生

活
の
管
理
や
指
導
を
十
分
に
行
え
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
状
態
の
変
化
に
応
じ
て
主
治

医
の
診
察
を
受
け
、
Ｎ
Ｐ
と
連
携
す
る
こ

と
が
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
で
の
医
療
費
の

適
正
化
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、人
生
の
最
終
局
面
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
人
の
死

亡
場
所
は
、
か
つ
て
80
％
が
病
院
で
し
た
が
、

21
年
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
約
66
％
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
介
護
老
人
保
健
施
設
・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
施
設
が
約
14
％

と
増
え
、
自
宅
が
約
17
％
に
な
って
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
は
、
入
り
口
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
と
最

終
局
面
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
で
活
躍
の
場
面

が
広
が
って
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
医
療
従
事
者
や
介
護
従
事
者
の
働

き
方
改
革
の
中
で
、
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
、
タ
ス
ク

シ
フ
ト
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。
現
状
の
医
師

数
で
は
、
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の
充
実

は
厳
し
く
な
って
き
ま
す
が
、
そ
う
し
た
中
、

高
度
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
看
護
師
が
医
師
の

タ
ス
ク
を
シ
ェ
ア
で
き
れ
ば
、
国
民
の
医
療

ニ
ー
ズ
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
で
き
、
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
１
日
に
開
か
れ
た
内
閣
府
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
有
識
者
議
員
が
提

出
し
た
経
済
・
財
政
一
体
改
革
に
お
け
る

重
点
課
題
に
つ
い
て
記
載
し
た
文
書
で
は
、

医
療
・
介
護
資
源
の
最
適
配
分
の
実
現
と

し
て
「
Ｎ
Ｐ
制
度
の
検
討
な
ど
、
地
域
医

療
に
お
け
る
医
療
関
係
職
間
の
タ
ス
ク
シ
ェ

ア
を
推
進
す
べ
き
」
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
を
追
い
風
に
、
Ｎ
Ｐ
制
度

を
早
期
に
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

■
看
護
界
や
現
場
の
看
護
職
に
向
け
た
エ
ー

ル
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
崎　

現
在
、
働
く
女
性
の
17
人
に
１
人

が
看
護
職
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
人

口
減
少
や
少
子
化
の
中
で
看
護
人
材
の
確
保

を
考
え
る
と
、
患
者
さ
ん
、
家
族
だ
け
で
は

な
く
、
広
く
国
民
に
対
し
て
看
護
職
が
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
向
上
に
貢
献
す
る
職
種
と
い
う
こ
と
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
看

護
界
に
と
っ
て
、
看
護
分
野
に
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
、
高
度
実
践
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の

看
護
職
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
国
民
に
示
す

こ
と
は
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。
次
世
代
の

若
い
女
子
に
看
護
を
魅
力
に
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
こ
の
道
筋
を
早
期
に
付
け
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
大
学
院
協
議
会
が
運
営
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
資
格
認
定
者
数
は
今
年
４
月
１
日
現
在

で
７
５
９
人
に
上
り
ま
す
。
か
ね
て
申
し

上
げ
て
き
た
通
り
、
21
世
紀
に
な
り
、
看

護
の
時
代
が
来
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

■
特
定
看
護
師
は
、
Ｎ
Ｐ
の
制
度
化
へ
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

山
崎　

特
定
看
護
師
は
、
医
師
の
指
示
の
下

で
特
定
の
医
療
行
為
を
行
え
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
Ｎ
Ｐ
と
は
全
く
違
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ

制
度
を
創
設
す
る
場
合
、
現
行
の
保
助
看
法

で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
法
と
い
う
新
た
な
身
分
法
の

制
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
日
本
で

誕
生
し
た
特
定
看
護
師
が
Ｎ
Ｐ
へ
の
一
歩
と
い

う
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
特
定

看
護
師
の
活
動
実
績
を
見
る
と
、
今
般
の
コ

ロ
ナ
禍
で
検
査
オ
ー
ダ
ー
や
患
者
さ
ん
の
ト
リ

ア
ー
ジ
の
実
施
な
ど
現
場
で
活
躍
し
た
と
い
う

報
告
が
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
制
度
を
創
設
し
た
場
合
、
資
格
要

件
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

山
崎　

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
は
、
Ｎ

Ｐ
は
修
士
ま
た
は
博
士
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
看
護
師
の
場
合
、
学
部
卒
で
も
特
定

行
為
研
修
を
受
講
し
修
了
試
験
を
受
け
、

審
査
に
合
格
す
れ
ば
認
定
さ
れ
ま
す
が
、

Ｎ
Ｐ
は
特
定
看
護
師
と
は
教
育
の
プ
ロ
セ
ス

が
全
く
違
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
日
看
協
が
運
営
し
て
い
る
資
格
認

定
制
度
に
は
、認
定
看
護
師
、専
門
看
護
師
、

認
定
看
護
管
理
者
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、

特
定
看
護
師
を
含
め
て
ど
の
よ
う
に
整
理
し

て
い
く
か
は
看
護
団
体
、
看
護
教
育
機
関

と
し
て
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
専
門
性
の
高
い
看
護
師
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

山
崎　

22
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
、
ひ

と
つ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
に
な
っ
た
と
注
目
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョン
に
お
い
て
、
専
門
の
研

修
を
受
け
た
看
護
師
や
特
定
行
為
研
修
を

修
了
し
た
看
護
師
が
専
門
的
な
管
理
を
含

む
訪
問
看
護
を
実
施
し
た
場
合
に
算
定
す

る
「
専
門
管
理
加
算
」
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
特
定
看
護
師
に
対
し
て
診
療
報
酬
上

の
評
価
が
初
め
て
付
い
た
推
進
策
と
見
て
い

ま
す
。
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
在
宅
で

の
看
取
り
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
看
護

師
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
医
師
の
死
亡
診
断
の

補
助
を
行
っ
た
場
合
に
算
定
す
る
「
遠
隔

死
亡
診
断
補
助
加
算
」
が
訪
問
看
護
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
療
養
費
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
〝
芽
だ
し
〟
が
行
わ
れ
た
と
い
う

こ
と
は
今
後
、
専
門
性
の
高
い
訪
問
看
護

師
の
活
用
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
当
局
の
意
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5

特
徴
の
一
つ
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

■
酒
井
先
生
が
Ｎ
Ｐ
を
目
指
し
た
動
機
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

酒
井　

臨
床
現
場
で
勤
務
し
な
が
ら
心
電
図

モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
医
療
機
器
の
操
作
や
デ
ー
タ

の
読
み
方
な
ど
目
の
前
の
こ
と
は
覚
え
て
い
く

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
背
景
に
あ
る

根
拠
な
ど
、
医
学
的
な
視
点
も
含
め
た
生
理

学
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
薬
理
学
な
ど

を
修
得
し
、
患
者
さ
ん
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
想
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
当
校
大
学
院
で
の
Ｎ
Ｐ
の
養
成
が

開
始
す
る
話
が
あ
り
、
当
院
の
心
臓
血
管
外

科
の
医
師
よ
り
米
国
で
普
及
し
て
い
る
ナ
ー
ス

プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
を
育
成
し
て
い
き
た
い
と

声
を
掛
け
ら
れ
、
大
学
院
へ
の
進
学
を
決
め

ま
し
た
。
大
学
院
修
了
後
、
当
院
の
各
診
療

科
の
２
年
間
の
ロ
ー
テ
ー
ト
研
修
を
経
て
、
救

急
総
合
内
科
に
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
３
年

後
に
、
以
前
よ
り
教
職
に
も
大
変
興
味
が
あ
っ

た
の
で
、
大
学
・
大
学
院
の
講
師
と
看
護
師

の
教
育
に
も
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
貴
校
大
学
院
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
の
教
育
内

容
と
そ
の
強
み
、
貴
院
に
お
け
る
Ｆ
Ｎ
Ｐ
の

育
成
に
関
す
る
特
長
に
つ
い
て
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
Ｎ
Ｐ
の
養
成
状
況
と

Ｆ
Ｎ
Ｐ
の
在
籍
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

酒
井　

当
校
大
学
院
は
、
15
年
10
月
１
日

■
酒
井
先
生
の
経
歴
と
主
な
活
動
に
つ
い

て
、
簡
単
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

酒
井　

２
０
０
５
年
３
月
に
藤
田
保
健
衛
生

大
学
（
現
・
藤
田
医
科
大
学
）
保
健
衛
生
学

部
看
護
学
科
を
卒
業
し
た
後
、
当
院
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
と
集
中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
で

看
護
師
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

12
年
よ
り
当
校
大
学
院
が
急
性
期
・
周
術
期

分
野
の
Ｎ
Ｐ
養
成
を
開
始
し
た
こ
と
を
受
け
、

第
一
期
生
と
し
て
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。

14
年
に
大
学
院
を
修
了
し
、
同
年
よ
り
当
院

で
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
と
し
て
勤
務
し
て
い

ま
す
。
17
年
か
ら
は
当
校
保
健
衛
生
学
部
の

講
師
と
し
て
Ｎ
Ｐ
大
学
院
の
教
育
を
担
当
し
、

20
年
か
ら
当
院
Ｆ
Ｎ
Ｐ
（Fujita N

urse 

Practitioner

）
室
の
Ｆ
Ｎ
Ｐ
長
補
佐
も
務
め
、

学
生
・
看
護
師
の
教
育
か
ら
臨
床
現
場
の
管

理
ま
で
一
貫
し
て
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
大
学
・

病
院
に
身
近
に
Ｎ
Ｐ
が
い
る
と
い
う
環
境
は
、

看
護
師
の
将
来
像
を
拡
げ
、
学
部
生
の
時
か

ら
医
学
と
看
護
の
双
方
の
視
点
を
持
っ
た
Ｎ
Ｐ

か
ら
病
態
生
理
学
な
ど
を
学
べ
る
の
は
当
院
の

よ
り
施
行
さ
れ
た
「
特
定
行
為
に
係
る
看

護
師
の
研
修
制
度
」
指
定
研
修
機
関
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
認
可
さ
れ
て
い

ま
す
。
教
育
内
容
は
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
領

域
」
に
重
点
を
置
き
、「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

領
域
」
で
も
活
躍
で
き
る
Ｎ
Ｐ
を
養
成
し

て
い
ま
す
。
大
学
院
を
修
了
す
る
と
、
修

士
の
学
位
と
同
時
に
「
特
定
行
為
に
係
る

看
護
師
の
研
修
制
度
」
に
定
め
ら
れ
た
特

定
行
為
全
21
区
分
38
行
為
の
研
修
修
了

証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
の
養
成
に
関
し
て
は
、
当
院
の
心
臓

血
管
外
科
の
医
師
が
立
ち
上
げ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
病
院
側
の
大
き
な
協
力
が
得
ら

れ
て
い
ま
す
。
各
診
療
科
・
部
署
か
ら
大

学
院
教
育
に
も
、
修
了
後
の
研
修
な
ど
Ｎ

Ｐ
育
成
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
院
修
了
後
の
Ｎ
Ｐ
の
研
修
に
当
た
っ

て
は
、
当
院
で
は
Ｆ
Ｎ
Ｐ
臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
成
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
研
修
期
間

は
２
年
間
で
、
麻
酔
科
、
総
合
消
化
器
外

科
、
卒
中
科
ま
た
は
脳
外
科
、
循
環
器
内

科
、
救
急
総
合
内
科
（
病
棟
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
・
Ｅ

Ｒ
）
な
ど
の
ロ
ー
テ
ー
ト
研
修
を
行
い
ま
す
。

こ
の
研
修
を
通
し
て
Ｎ
Ｐ
と
し
て
必
要
な
実

践
能
力
や
姿
勢
・
態
度
を
修
得
し
、
そ
の
後

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
自
律
す
る
た
め
に
必

要
な
基
礎
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
校
大
学
院
の
Ｎ
Ｐ
の
修
了
生
は
今
年

４
月
現
在
で
80
人
に
な
り
ま
す
。
大
学
院

NPは医師、看護師のパートナー
CVカテーテルの6割がPICC
医療提供体制の課題の有効な解決策に
藤田医科大学大学院は、２０１２年より中部地区で初めて急性期・周術期分野の診療看護師（ＮＰ）の養
成に乗り出した。今年４月現在で同校大学院のＮＰ養成の修了生は 80 人に上り、藤田医科大学病院をはじ
め、全国の医療機関や施設などで活躍している。同校大学院のＮＰ養成の第一期生で、同院のＦＮＰ長補
佐を務める酒井博崇氏に、実際の臨床現場におけるＮＰの活動やその成果、今後の展望について聞いた。

藤田医科大学保健衛生学部 講師
藤田医科大学病院中央診療部FNP室　FNP長補佐
一般社団法人日本NP教育大学院協議会 理事
日本NP学会 理事

酒井 博崇 氏 
Sakai Hirotaka

＊
本
文
中
の
Ｎ
Ｐ
は
、
日
本
Ｎ
Ｐ
教
育
大
学
院
協
議
会

が
認
定
す
る
診
療
看
護
師
（
Ｎ
Ｐ
）
を
示
す
。

Visionと戦略  2023.6 22



「医師の働き方改革に寄与する
　　　　  NP（ナースプラクティショナー）の制度創設を探る」

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
医
師
や
助
手

に
付
く
看
護
師
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｆ
Ｎ
Ｐ
が
電
子
カ
ル
テ
へ
の
代
行
入

力
を
行
う
こ
と
で
、
医
師
の
回
診
の
時
間

を
増
や
せ
た
り
、
帰
宅
時
間
を
早
め
た
り
、

休
暇
が
取
得
し
や
す
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど

の
働
き
方
改
革
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
と
医
師
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
連

携
に
お
け
る
成
果
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、

患
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
評
価
は
、
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

酒
井　

処
方
さ
れ
た
薬
剤
や
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
院
内
の
薬
剤
師
と
活

発
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
人
工
呼
吸

器
を
装
着
し
て
い
る
患
者
さ
ん
な
ど
の
リ
ハ

ビ
リ
に
対
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
職
と
一
緒
に
よ

り
深
く
関
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
が
医
療
チ
ー
ム
の
調

整
役
を
務
め
、
チ
ー
ム
医
療
の
充
実
に
も
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
Ｎ
Ｐ
は
、
回
診
以
外
に
自
分
で
時

間
を
作
っ
て
患
者
さ
ん
の
ベッ
ド
サ
イ
ド
を
回

り
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
患
部
や
状
態
だ
け

で
な
く
、
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
を
聞
き
、

患
者
さ
ん
の
方
か
ら
思
っ
て
い
る
こ
と
を
打

ち
明
け
て
く
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
は
、
患
者
さ
ん
に
一
番
近
い
、
寄
り
添

う
存
在
で
あ
り
た
い
と
い
う
意
識
が
強
く
、

で
き
る
だ
け
患
者
さ
ん
の
側
で
話
を
し
た

り
、
聞
い
た
り
し
た
い
と
思
って
い
る
人
が
多

く
、
患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
か
ら
も
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
Ｎ
Ｐ
の
普
及
や
制
度
化
に
向
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

酒
井　

日
本
の
場
合
、
Ｎ
Ｐ
の
数
が
ま
だ
ま

だ
少
な
い
こ
と
が
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ

り
、
も
っ
と
養
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
22
年
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
Ｎ
Ｐ
の
８
割
が
病
院
に
勤
務
し
、
残

り
の
２
割
は
老
人
保
健
施
設
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
診
療
所
、
教
育
機
関
な
ど
で

す
。
Ｎ
Ｐ
が
諸
外
国
の
よ
う
に
在
宅
や
地
域

に
お
い
て
も
活
躍
で
き
る
よ
う
な
場
を
広
げ

て
いって
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

我
が
国
は
、
２
０
４
０
年
に
向
け
て
超
高

齢
社
会
と
医
療
の
専
門
化
、
質
の
向
上
に

よ
り
、
医
療
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
医
療
人
材
の
不
足
に
よ
り
、
地
域
に
お

け
る
医
療
格
差
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
医
師
の
業
務
負
担
は
大
き

く
、
医
師
の
過
労
、
高
齢
化
か
ら
も
医
師

の
働
き
方
改
革
は
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
看
護
師
を
含
め
、
限
ら
れ

た
医
療
資
源
の
中
で
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

か
が
重
要
で
す
が
、
Ｎ
Ｐ
は
日
本
の
医
療
提

供
体
制
の
課
題
を
解
決
す
る
有
効
な
方
法

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

在
籍
中
の
１
年
生
が
13
人
、
２
年
生
が
12

人
で
す
。
全
国
か
ら
受
験
生
が
集
ま
り
、

毎
年
各
学
年
で
平
均
12
～
13
人
の
Ｎ
Ｐ
を

送
り
出
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
当
院
に
は

現
在
34
人
の
Ｆ
Ｎ
Ｐ
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
23
人
は
各
診
療
科
で
Ｎ
Ｐ
と
し

て
勤
務
し
、
残
り
の
11
人
は
２
年
間
の
ロ
ー

テ
ー
ト
研
修
中
で
す
。

■
Ｎ
Ｐ
は
、
実
際
の
臨
床
現
場
で
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

酒
井　

臨
床
現
場
で
の
Ｎ
Ｐ
の
役
割
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
は
、各
診
療
科
の
チ
ー

ム
の
中
で
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
例
え
ば
手
術
室
で
は
、
手
術

助
手
と
し
て
、
内
視
鏡
カ
メ
ラ
を
担
当
す
る

ス
コ
ピ
ス
ト
を
担
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ

る
い
は
直
接
介
助
・
間
接
介
助
を
行
っ
て
い

る
看
護
師
と
連
携
し
て
、
手
術
室
の
円
滑
な

業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
よ
り
早
く
安
全

に
手
術
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
支
援
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
術
前
の
検
査
オ
ー

ダ
ー
の
フ
ォ
ロ
ー
や
術
後
の
ケ
ア
な
ど
、
患
者

さ
ん
と
よ
り
近
く
、
よ
り
深
く
関
わ
る
と
い

う
役
割
を
担
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
は
、
医
師
と
看
護
師
の
中
間
的
役

割
と
し
て
患
者
さ
ん
と
密
接
に
関
わ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
医
学
と
看
護
の
双
方

の
視
点
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
強
み
で
あ

り
、
患
者
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
家

族
も
含
め
て
手
が
足
り
て
い
な
い
と
こ
ろ
は

な
い
か
、
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
を

探
し
て
、
全
体
を
俯
瞰
し
、
客
観
的
な
立

ち
位
置
で
現
場
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
医
師
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
看
護
師

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
が
臨

床
現
場
に
加
わ
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
で

安
心
な
医
療
を
提
供
で
き
、
円
滑
に
業
務

が
回
る
こ
と
に
な
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
の
配
置
に
よ
る
医
師
の
業
務
の
タ

ス
ク
シ
フ
ト
・
シ
ェ
ア
の
事
例
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

酒
井　

例
え
ば
、中
心
静
脈（
Ｃ
Ｖ
）カ
テ
ー

テ
ル
の
挿
入
に
当
た
り
、
医
師
が
手
術
中

あ
る
い
は
内
科
の
医
師
も
外
来
診
察
中
で

ど
の
医
師
も
手
が
空
い
て
い
な
く
て
、
タ
イ

ム
リ
ー
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
り
、
患
者
さ

ん
を
待
た
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
当
院
は
以
前
、
中
心
静
脈
カ

テ
ー
テ
ル
の
挿
入
に
関
し
て
ほ
ぼ
全
件
で
医

師
が
内
頸
静
脈
か
ら
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
約
6
割
に
お
い
て
Ｆ
Ｎ
Ｐ
に
よ

る
末
梢
静
脈
挿
入
型
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ

ル
（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
に
切
り
替
わ
っ
て
い
ま
す
。

Ｆ
Ｎ
Ｐ
に
よ
る
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
件
数
は
年
間
約

１
２
０
０
件
に
上
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

患
者
さ
ん
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
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学
中
に
学
ぶ
の
が
楽
し
か
っ
た
と
い
う
話
を

聞
い
て
お
り
、
い
つ
か
は
自
分
も
米
国
の
大

学
に
行
き
た
い
と
幼
少
の
頃
か
ら
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
聖
路
加
看
護
大
学
の
在

学
中
に
、
米
国
で
Ｎ
Ｐ
と
い
う
職
種
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
患
者
さ
ん
や
家
族
と
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
重
き
を
置
く
看
護
と
い

う
視
点
も
持
ち
つ
つ
医
療
チ
ー
ム
の
中
で
、

よ
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
た
い
と
思
い
、

米
国
で
Ｎ
Ｐ
に
な
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

■
三
浦
様
は
、
日
本
と
米
国
の
看
護
教

育
を
つ
な
げ
、
Ｎ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
Ａ

Ｐ
Ｒ
Ｎ
（
高
度
実
践
看
護
師
）
に
関
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
」
を
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
活

動
に
な
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

三
浦　

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ 

Ｐｒｏ
ｊ
ｅｃ
ｔ
は
、「
米

国
で
Ｎ
Ｐ
に
な
り
た
い
。
本
気
で
挑
戦
し
た

い
人
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
。
私
が
日
本
で
留
学
を
計
画
し
て
い
た

時
に
、
米
国
の
Ｎ
Ｐ
に
関
す
る
情
報
が
少
な

い
こ
と
に
悩
み
ま
し
た
。
ま
た
結
婚
な
ど

で
は
な
く
、
仕
事
で
Ｎ
Ｐ
と
し
て
ビ
ザ
や
永

住
権
を
取
得
で
き
る
の
か
と
い
う
情
報
も

乏
し
か
っ
た
で
す
。
よ
う
や
く
入
手
し
た

情
報
も
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

情
報
源
は
実
際
に
米
国
で
Ｎ
Ｐ
と
し
て
働
い

て
い
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う

■
三
浦
様
の
経
歴
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

三
浦　

私
は
日
本
生
ま
れ
、
東
京
育
ち
で
、

２
０
０
８
年
に
聖
路
加
看
護
大
学
を
卒
業

し
、
そ
の
後
、
東
京
慈
恵
医
科
大
学
付
属

病
院
の
小
児
科
と
小
児
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
正
看
護

師
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
米
国
で
ナ
ー

ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
Ｎ
Ｐ
）
に
な
る

た
め
、
25
歳
で
渡
米
し
、
ハ
ワ
イ
の
大
学

院
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
（
Ｆ
Ｎ
Ｐ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
首
席
と
し

て
卒
業
し
ま
し
た
。
最
終
学
歴
は
ハ
ワ
イ

大
学
ヒ
ロ
校
で
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
ナ
ー
シ

ン
グ
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
Ｄ
Ｎ
Ｐ
、
看
護
実

践
博
士
）
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

■
三
浦
様
が
医
療
の
世
界
に
入
っ
た
き
っ
か

け
や
、
渡
米
し
て
Ｎ
Ｐ
の
資
格
を
取
得
し

た
動
機
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
浦　

患
者
さ
ん
へ
献
身
的
に
医
療
を
提

供
し
て
い
た
祖
父
に
憧
れ
て
医
療
の
世
界
に

入
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
建
築
家

で
あ
っ
た
父
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
在

し
た
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
か
ら
留
学
し
て
米
国
で
Ｎ
Ｐ

と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
た
い
人
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
実
践
的
か
つ
正
し
い
情
報
を
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン

と
コ
ー
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
は
米
国
の
ど

の
州
の
、
ど
の
大
学
の
Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入

学
志
望
す
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
資

金
を
含
め
た
留
学
の
準
備
、
米
国
で
の
就

職
活
動
や
新
卒
と
し
て
の
サ
バ
イ
バ
ル
術
ま

で
、
日
本
で
学
生
・
正
看
護
師
で
い
る
時
か

ら
、
米
国
で
一
人
前
の
Ｎ
Ｐ
と
し
て
勤
務
す

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
知
る
べ
き
情
報
を
網

羅
し
た
完
全
攻
略
コ
ー
ス
で
す
。
今
後
は
日

本
人
だ
け
で
な
く
、
英
語
で
外
国
人
が
Ｎ

Ｐ
に
な
る
コ
ツ
を
教
え
る
１
対
１
の
コ
ー
チ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
始
め
る
予
定
で
す
。

■
米
国
で
は
Ｎ
Ｐ
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

三
浦　

こ
れ
ま
で
の
９
年
間
に
、
以
前
ま

で
勤
め
て
い
た
地
元
の
開
業
産
婦
人
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
ほ
か
、
現
在
は
、
ハ
ワ
イ
州
で
最

大
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
２
つ
の
日
本
人
を
主
な
対
象
患
者
さ
ん

と
し
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
計
３
カ
所
で
勤
務
し

て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

は
、
主
に
過
疎
地
域
と
さ
れ
る
オ
ア
フ
島
の

西
に
あ
る
低
所
得
者
層
の
患
者
さ
ん
を
対

ＮＰの仕事は常に「判断」すること
地域と患者のニーズにフォーカスを
医師はより高度なスキル提供で活躍
1965 年に世界に先駆けてナースプラクティショナー（以下、ＮＰ）の養成を始めた米国では、ＮＰが地域や患者
の医療を支える一翼を担い、チーム医療の中でのキーパーソンになっている―。そうした世界に憧れ、25 歳で渡
米したのが三浦未喜氏だ。現在、米国でＮＰとして働きながら、大学のＮＰ学生の実習指導やハワイ州のＡPＲN
（高度実践看護師）政策委員会の委員も務めている。我が国でもＮＰを巡る議論が進む中、米国のＮＰの最新
事情や活動成果を交えながら、我が国の看護政策と将来のＮＰを目指す学生・看護師へのメッセージを聞いた。

Staff Nurse Practitioner for 
Waianae Coast Comprehensive 
Health Center

三浦 未喜 氏 
Miura Miki
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「医師の働き方改革に寄与する
　　　　  NP（ナースプラクティショナー）の制度創設を探る」

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

を
解
消
す
る
た
め
に
、
コ
ロ
ラ
ド
大
学
に
お

い
て
世
界
で
初
め
て
Ｎ
Ｐ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

発
足
し
ま
し
た
。
医
師
を
育
て
て
い
く
に

は
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ー
も
あ
っ
て
10
年
近
い
時

間
を
要
し
、間
に
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

す
で
に
経
験
の
あ
る
看
護
師
を
さ
ら
に
訓

練
し
て
医
師
の
業
務
の
一
部
を
任
せ
て
即

戦
力
と
し
て
使
お
う
と
い
う
の
が
発
端
で

す
。
Ｎ
Ｐ
の
人
数
は
高
い
需
要
に
基
づ
い
て

年
々
急
増
し
、
実
働
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
が
昨

年
に
は
35
万
５
０
０
０
人
に
上
り
ま
し
た
。

全
米
の
正
看
護
師
数
が
４
２
０
万
人
な
の

で
、約
８・５
％
が
Ｎ
Ｐ
の
認
定
を
取
得
（
米

国
で
は
、
前
提
と
し
て
正
看
護
師
の
免
許

が
な
け
れ
ば
、
Ｎ
Ｐ
の
認
定
を
取
得
で
き

な
い
）
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
の
職
種
は
、
直
近
２
年
連
続
で
ベ
ス

ト・ヘ
ル
ス
ケ
ア・ジ
ョ
ブ
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

背
景
に
は
、
雇
用
の
チ
ャ
ン
ス
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
や
収
入
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
の
平
均
年
収
は
12
万
６
８
０
ド
ル
（
日

本
円
で
約
１
６
０
０
万
円
）
で
右
肩
上
が
り

で
す
。
働
く
場
所
も
多
く
、
無
雇
用
率
は

０・４
％
で
す
。
21
年
か
ら
31
年
の
10
年
間

で
は
、
45
・
７
％
の
雇
用
の
伸
び
が
あ
る
と

労
働
局
は
予
測
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
医

師
は
２・８
％
、
薬
剤
師
は
２・４
％
の
雇
用

の
伸
び
で
、
Ｎ
Ｐ
の
伸
び
が
圧
倒
的
に
大
き

く
、
米
国
で
か
な
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
に
よ
っ
て
年
間
10
億
件
の
診
療
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
が
Ｎ
Ｐ
に
な
っ
た
９
年

前
と
比
べ
て
も
、
Ｎ
Ｐ
の
活
躍
は
一
段
と
広

が
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
に
対
す
る
需
要
が
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

三
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日
本
と
同
じ
く
、
米
国
で
も
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
人
口
が
増

加
し
、
慢
性
疾
患
の
患
者
さ
ん
も
増
え
て

お
り
、
医
療
へ
の
需
要
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
米
国
は
医
療
費
が
高
い

の
で
、
医
療
の
フ
ォ
ー
カ
ス
は
予
防
医
療
へ

移
行
し
、「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ホ
ー
ム
」
と
い
う

考
え
方
へ
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ホ
ー
ム
」
の
展
開
に
必
要
不
可

欠
な
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
提
供
す
る
医

師
が
34
年
ま
で
に
１
万
８
０
０
０
人
か
ら

４
万
８
０
０
０
人
不
足
す
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
そ
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
べ
く
、
88
％
の
Ｎ
Ｐ
が
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
領
域
に
お
け
る
訓
練
を
受
け
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
足
り
な
い
領
域
に
補
充
で

き
、
現
場
で
求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
Ｎ
Ｐ
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
Ｎ
Ｐ
の
認

定
分
野
は
、ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

三
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Ｎ
Ｐ
認
定
試
験
の
受
験
資
格
と
し

て
、
３
つ
の
団
体
に
認
定
さ
れ
て
い
る
大

学
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
卒
業
し
て
い
る
こ
と
が

象
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
そ
の
セ
ン
タ
ー
の

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
部
門
に
所
属
し
、
産
婦

人
科
医
療
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｐ
（
Ｐｒ
ｉｍａｒｙ 

Ｃ

ａｒｅ 

Ｐｒｏｖ
ｉ
ｄｅｒ
）
と
し
て
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
は
複
数

の
支
店
が
あ
り
、
私
が
勤
務
し
て
い
る

W
aipahu

に
あ
る
支
店
で
は
２
人
の
Ｎ
Ｐ

で
構
成
さ
れ
、
私
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い

ま
す
。
ハ
ワ
イ
大
学
か
ら
派
遣
さ
れ
る
同

大
医
学
部
教
授
で
産
婦
人
科
医
の
２
人
が

週
に
１
回
ず
つ
診
察
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の

診
察
日
も
丸
１
日
は
勤
務
せ
ず
、
医
師
の

診
察
時
間
は
限
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
Ｎ

Ｐ
が
ま
ず
最
初
に
患
者
を
診
察
し
、
あ
る

程
度
簡
単
な
ケ
ー
ス
な
ど
は
Ｎ
Ｐ
だ
け
で
診

療
、
ま
た
手
術
な
ど
が
必
要
な
ケ
ー
ス
や
複

雑
な
ケ
ー
ス
の
場
合
は
医
師
と
一
緒
に
管
理

し
ま
す
。
医
師
が
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
い
な
い
日

は
電
話
な
ど
で
医
師
と
連
絡
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
全
く
連
絡
し
な
い
日
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。（
取
材
日
の
）
今
日
も
、
私

が
患
者
さ
ん
の
血
液
検
査
デ
ー
タ
を
み
て
、

妊
娠
中
毒
症
と
分
か
っ
た
の
で
、
医
師
と
病

院
に
連
絡
し
て
患
者
さ
ん
を
送
る
と
い
う
こ

と
を
伝
え
ま
し
た
。
多
く
の
ケ
ー
ス
に
お
い

て
、
医
師
に
監
督
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り

は
、
医
師
と
の
情
報
共
有
の
た
め
に
伝
え
て

お
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
す
。

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
Ｎ
Ｐ
が
独
自
に
診
断
、

治
療
、
検
査
の
オ
ー
ダ
ー
を
で
き
ま
す
。

手
術
に
関
し
て
は
、
一
部
の
Ｎ
Ｐ
は
特
別

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
い
て
実
施
で
き

ま
す
が
、
一
般
的
な
Ｆ
Ｎ
Ｐ
は
簡
単
な
外

科
手
術
は
行
え
て
も
、
手
術
室
で
は
手
術

を
せ
ず
、
出
産
も
対
応
し
ま
せ
ん
。
主
に

Ｎ
Ｐ
が
患
者
さ
ん
を
み
て
、
医
師
に
は
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
必
要
な
時
の
み
に
診
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
米
国
は
、
医
師
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
る
た
め
、
医
師
は
簡
単

な
ケ
ー
ス
で
時
間
を
費
や
す
よ
り
も
、
特

別
な
ス
キ
ル
が
必
要
な
ケ
ー
ス
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
ま
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
医
師
と
Ｎ
Ｐ
の

適
材
適
所
が
う
ま
く
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
は
常
に
継
続
研
修
を
受
け
、
さ
ら
に

１
年
に
１
回
は
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
参
加
し
、

医
師
や
ほ
か
の
Ｎ
Ｐ
と
も
情
報
を
共
有
し
、

最
新
の
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。Ｎ
Ｐ
の
育
成
に
関
す
る
セ
ン
タ
ー

の
役
割
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
レ
ジ
デ
ン
シ
―
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。

　
ハ
ワ
イ
州
で
は
、
21
年
に
１
５
８
７
２
人

の
正
看
護
師
が
い
て
、
こ
の
う
ち
１
２
７
７

人
が
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｎ
で
、
こ
の
86
％
（
約

１
１
０
０
人
）
が
Ｎ
Ｐ
に
な
り
ま
す
。

■
米
国
で
の
Ｎ
Ｐ
制
度
創
設
の
歴
史
的

背
景
と
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

三
浦　

１
９
６
５
年
に
小
児
科
医
の
不
足
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娠
、
薬
剤
中
毒
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
低

い
患
者
さ
ん
や
、
超
ハ
イ
リ
ス
ク
の
妊
娠
の

ケ
ー
ス
も
医
師
と
チ
ー
ム
に
な
っ
て
取
り
扱

い
ま
す
。
子
宮
内
膜
生
検
、
子
宮
内
避

妊
器
具
、
早
期
妊
娠
の
ベッ
ド
サ
イ
ド
で
の

超
音
波
を
必
要
と
す
る
判
断
や
実
施
も

医
師
の
関
与
が
な
く
行
い
ま
す
。
癌
の
診

断
や
告
知
も
Ｎ
Ｐ
の
み
で
行
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
の
強
み
は
看
護
を
活
か
し
た
高
い
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
で
す
。
例
え
ば
、

Ｅ
Ｒ
や
ア
ー
ジ
ェ
ン
ト
ケ
ア
か
ら
薬
を
処
方

さ
れ
て
戻
っ
て
き
た
患
者
さ
ん
か
ら
「
Ｍ
ｉ

ｋ
ｉ
と
話
す
ま
で
は
、
こ
れ
を
飲
ん
で
い
い

か
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
飲
ま
ず
に
来
た
」

と
い
う
声
は
多
い
で
す
。
患
者
さ
ん
は
薬

を
処
方
さ
れ
た
だ
け
で
は
飲
ん
で
く
れ
ま

せ
ん
。
患
者
さ
ん
が
納
得
す
る
ま
で
説
明

し
て
、
治
療
を
実
行
す
る
ま
で
お
手
伝
い

し
て
い
る
の
で
、
Ｎ
Ｐ
の
診
療
に
大
き
な
実

績
を
出
せ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

■
米
国
で
は
、
Ｎ
Ｐ
が
過
疎
地
や
訪
問

看
護
な
ど
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
ね
。

三
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Ｎ
Ｐ
の
活
動
は
、
特
に
過
疎
地
や

貧
困
層
に
対
す
る
医
療
の
提
供
で
目
立
っ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
、
米
国
で
Ｎ
Ｐ
が
活
躍
し
て

い
る
か
と
い
う
と
、
本
当
の
ニ
ー
ズ
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
、
ど
こ
に
需
要
が
あ
る
の
か
を

フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
場
合
、
病
院
で
活
躍
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

要
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
認
定
制
度
に

よ
り
、
教
育
の
一
定
の
質
を
保
証
し
て
い

ま
す
。
薬
理
学
や
生
体
病
理
学
、
身
体
検

査
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
ク
ラ
ス
を
基
本
と
し
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
、
医
療
政
策
、

医
療
経
済
と
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｎ
Ｐ
の
認
定
領

域
に
必
要
な
授
業
を
展
開
し
ま
す
。
実
習

時
間
に
関
し
て
は
、
修
士
の
場
合
は
最
低

５
０
０
時
間
、
博
士
の
場
合
は
１
０
０
０
時

間
で
す
。
こ
れ
に
は
、
学
士
で
の
実
習
時

間
や
正
看
護
師
と
し
て
の
勤
務
時
間
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。
以
前
は
認
定
を
受
け
れ
ば

Ｎ
Ｐ
に
な
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
博
士
号
へ

移
行
し
て
い
ま
す
。
25
年
に
は
、
全
て
の
Ｎ

Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
博
士
号
に
な
る
よ
う
に
提

言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
の
認
定
に
つ
い
て
は
現
在
、
５
つ
の

団
体
よ
り
19
分
野
の
認
定
が
提
供
さ
れ
て

お
り
、
対
象
と
な
る
患
者
層
や
急
性
期
、

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
、
医
療
の
領
域
（
例
、

Ｐ
Ｍ
Ｈ
Ｎ
Ｐ 

精
神
科
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
Ｎ
Ｐ
）

に
よ
っ
て
分
か
れ
ま
す
。
日
本
の
場
合
、
Ｎ

Ｐ
は
「
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
べ
き
」
と

主
張
し
て
い
る
人
が
多
い
で
す
が
、
逆
に
私

は
Ｎ
Ｐ
は
訓
練
の
期
間
が
医
師
と
比
べ
て

限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
専
門
分

野
に
特
化
し
た
ほ
う
が
Ｎ
Ｐ
の
能
力
が
光

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は

Ｆ
Ｎ
Ｐ
の
認
定
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
産
婦

人
科
領
域
で
９
年
経
験
を
積
み
、
ハ
イ
リ

ス
ク
妊
娠
ケ
ー
ス
を
含
む
複
雑
な
ケ
ー
ス
で

も
、
自
信
を
持
っ
て
安
全
な
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
Ｎ
Ｐ
の
業
務
範
囲
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
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Ｎ
Ｐ
の
業
務
範
囲
は
、
州
ご
と
の

法
律
で
決
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
各
医
療

機
関
内
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ワ
イ
州

な
ど
27
の
州
で
は
、
Ｎ
Ｐ
が
完
全
に
独
立

し
て
診
療
を
行
え
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
が
独
立
し

て
診
療
が
で
き
る
州
の
数
は
年
々
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
全
米
50
州
の
全

て
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
に
は
麻
薬
系
の
薬
を
含
む

処
方
権
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
業
務
内
容
と
し
て
は
、
患
者

さ
ん
の
問
診
か
ら
始
ま
り
、
身
体
検
査
、

必
要
な
検
査
や
画
像
診
断
の
オ
ー
ダ
ー
と

読
解
、
診
断
名
の
確
定
、
薬
の
処
方
を
含

む
治
療
の
オ
ー
ダ
ー
と
そ
れ
に
対
す
る
反

応
の
観
察
、
生
活
指
導
や
患
者
が
主
体
的

に
な
っ
て
治
療
方
針
を
決
定
で
き
る
よ
う

に
丁
寧
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
適
切
な
専
門

家
へ
の
紹
介
、
社
会
的
な
支
援
に
つ
な
が

る
よ
う
に
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
も
行
い
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
経
済
的
な
事
情
や
識
字

能
力
、
副
作
用
な
ど
注
意
点
を
含
め
て
処

方
し
ま
す
。

　

私
の
場
合
は
、
超
肥
満
、
妊
娠
糖
尿
病
、

妊
娠
高
血
圧
症
、
ホ
ー
ム
レ
ス
、
多
胎
妊

が
多
い
で
す
が
、
他
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
移
民
で
英

語
も
話
せ
な
い
、
来
週
の
出
産
予
定
、
診

療
費
を
な
か
な
か
払
え
な
い
な
ど
、
他
の

医
師
た
ち
が
引
き
受
け
た
く
な
い
よ
う
な

患
者
さ
ん
を
受
け
て
い
ま
す
。
82
％
の
Ｎ
Ｐ

が
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
患
者
さ
ん
を
、
83
％
の

Ｎ
Ｐ
が
メ
デ
ィ
ケ
ア
の
患
者
さ
ん
を
受
け
、

54
％
の
Ｎ
Ｐ
は
無
保
険
の
患
者
さ
ん
を
診
察

し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
が
活
躍
し
て
い
る
の
は
、
世
の
中
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
て
、
そ
れ
に
応
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
要
因
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

■
米
国
で
Ｎ
Ｐ
が
自
立
し
て
開
業
し
て
い

る
ケ
ー
ス
は
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

三
浦　
ハ
ワ
イ
州
を
含
め
て
Ｎ
Ｐ
が
開
業
で

き
る
州
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
開
業

で
き
な
い
州
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
は
、
Ｎ
Ｐ
が
開
業

で
き
ま
せ
ん
。
私
の
よ
う
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
所
属
し
て
Ｎ
Ｐ
と
し

て
診
療
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
地
域
に
も
よ

り
ま
す
が
開
業
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
の
割
合
は
今

の
と
こ
ろ
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

■
米
国
で
は
、
Ｎ
Ｐ
の
活
動
が
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

三
浦　
メ
デ
ィ
ケ
ア
の
患
者
さ
ん
を
対
象
と

し
た
医
療
ケ
ア
の
質
に
関
す
る
研
究
で
は
、
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を
見
る
と
、
女
性
の
割
合
が
少
な
い
の
が
気

に
な
り
ま
す
。
子
育
て
を
し
て
い
る
女
性

が
大
学
院
に
通
え
る
よ
う
に
授
業
の
一
部

を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
し
た
り
、
夜
間
帯
に
授
業

を
提
供
す
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
将
来
、
国
民
が
き
ち
ん
と
医
療
を

受
け
ら
れ
る
た
め
の
投
資
と
し
て
、
学
費

を
無
料
も
し
く
は
奨
学
金
返
還
不
要
の
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
診
療
看
護
師
は
自
分
た
ち
の

役
割
を
国
民
や
他
の
医
療
者
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
べ
き
で
す
。

■
Ｎ
Ｐ
制
度
の
早
期
創
設
に
向
け
て
、
看

護
関
係
団
体
へ
の
助
言
は
あ
り
ま
す
か
。

三
浦　

現
在
、
日
本
版
Ｎ
Ｐ
と
さ
れ
る
職

種
を
認
定
し
て
い
る
団
体
は
３
つ
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
呼
び
名
、
教
育
法
、
認
定
法
、

継
続
教
育
の
在
り
方
、
免
許
の
更
新
条
件

な
ど
を
統
一
化
す
べ
き
で
す
。
同
じ
職
種

内
で
足
並
み
を
揃
え

る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
米
国

や
他
の
国
で
の
成
功
例

や
失
敗
例
を
学
び
生

か
す
べ
き
で
す
。
そ
れ

か
ら
基
礎
看
護
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
、
准
看
護
師

と
正
看
護
師
の
使
い
分

け
、
看
護
の
確
固
と
し

た
定
義
を
見
直
す
べ
き
で
す
。

■
Ｎ
Ｐ
を
目
指
す
看
護
師
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

三
浦　

看
護
と
い
う
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル

は
、
医
師
と
は
違
っ
た
視
点
を
持
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
フ
ォ
ー
カ
ス
は
、
い
か
に
患

者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
る
か
で
す
。
医
師
や
他
の
医
療
職

と
適
宜
協
力
し
て
、
ま
ず
は
患
者
さ
ん
の

最
善
を
み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
で
、
よ
り
よ

い
医
療
が
提
供
で
き
ま
す
。
自
分
か
ら
変

え
て
い
く
行
動
力
が
必
要
で
す
。
政
策
に

強
い
看
護
の
プ
ロ
と
一
緒
に
働
き
、
今
後

ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
日

本
の
い
い
と
こ
ろ
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。

Ｎ
Ｐ
が
チ
ー
ム
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
で
医
師

の
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
、
適
材
適
所
で
質

の
高
い
医
療
の
提
供
が
で
き
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
の
み
が
か
か
り
つ
け
と
な
っ
た
場
合
、

医
師
の
場
合
、
医
師
と
Ｎ
Ｐ
の
両
方
の
場

合
を
比
べ
る
と
、
Ｎ
Ｐ
の
み
の
場
合
に
入
院

率
、
再
入
院
率
、
不
適
切
な
Ｅ
Ｒ
の
使
用
、

不
要
な
画
像
診
断
の
使
用
の
低
下
に
つ
な

が
っ
た
と
い
う
研
究
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
Ｎ
Ｐ
、
医
師
、
Ｐ
Ａ
（
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
に
よ
る
医
療
提
供
に
関
し

て
５
万
３
０
０
０
人
以
上
の
人
を
対
象
に

満
足
度
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
Ｎ
Ｐ
の

ケ
ア
に
対
す
る
満
足
度
が
他
の
職
種
に
比
べ

て
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
医
師
の
立

場
を
オ
ー
バ
ー
テ
イ
ク
し
よ
う
と
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
手
術
が
必
要
な
ケ
ー
ス
や

複
雑
な
ケ
ー
ス
は
医
師
に
任
せ
て
、
そ
う
で

な
い
ケ
ー
ス
は
Ｎ
Ｐ
が
受
け
る
と
い
う
チ
ー

ム
で
仕
分
け
を
し
て
役
割
分
担
を
行
う
こ

と
で
、
患
者
さ
ん
に
必
要
な
医
療
を
で
き

る
だ
け
早
く
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
日
本
の
特
定
行
為
研
修
制
度
や
、
Ｎ

Ｐ
の
教
育
と
活
動
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

三
浦　

特
定
行
為
研
修
制
度
は
、
看
護
師

が
貢
献
で
き
る
医
療
行
為
が
広
が
る
と
い

う
点
で
は
い
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
全
て
が

医
師
の
監
督
下
で
、
看
護
師
が
独
立
し
て

そ
の
医
療
行
為
が
必
要
と
判
断
で
き
な
い

の
で
、
医
師
不
足
へ
の
貢
献
は
限
定
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
最
終
責
任
は
医

師
に
あ
る
の
で
、
む
し
ろ
負
担
は
よ
り
増

え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

米
国
で
も
イ
ン
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
・
ナ
ー
ス
が

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
ラ
イ
ン
の
挿
入
が
で
き
ま
す
が
、

こ
の
人
た
ち
は
点
滴
治
療
に
専
門
化
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
日
本
で
は
手
技
が
必
要
と

さ
れ
な
い
時
は
病
棟
な
ど
で
他
の
正
看
護
師

と
同
じ
よ
う
に
受
け
持
ち
の
患
者
さ
ん
に

対
応
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
シ
フ
ト
を

組
み
に
く
く
、
立
場
が
曖
昧
で
す
。
日
本

の
医
師
不
足
や
過
労
軽
減
の
た
め
に
は
自

分
で
判
断
で
き
、
医
療
行
為
を
決
定
で
き

る
米
国
の
よ
う
な
独
立
し
て
診
療
で
き
る
Ｎ

Ｐ
の
制
度
が
で
き
な
い
限
り
、
医
師
の
負
担

軽
減
に
は
貢
献
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
の
中
心
と
な
る
仕
事
は
常
に
判
断
す
る

こ
と
で
す
。
ど
ん
な
検
査
、
ど
ん
な
診
断
、

ど
ん
な
治
療
、
ど
ん
な
専
門
家
が
必
要
か

を
判
断
す
る
こ
と
で
す
。
大
学
院
に
進
学

す
る
理
由
は
、
特
定
行
為
の
手
技
で
は
な

く
、
判
断
す
る
能
力
を
養
う
こ
と
で
す
。

特
定
行
為
が
で
き
る
看
護
師
と
Ｎ
Ｐ
は
全

く
の
別
物
で
す
。

■
Ｎ
Ｐ
制
度
創
設
へ
の
期
待
、
看
護
政
策

へ
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

三
浦　

Ｎ
Ｐ
制
度
の
早
期
創
設
を
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
診
療
看
護
師
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Visionと戦略  2023.627




